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Cefaclorに 関 す る 臨 床 的 検 討

徳永 勝 正 ・浜 田和 裕 ・福 田安 嗣 ・志摩 清 ・徳 臣 晴比 古

熊本大学 医学部第一内 科教室

新 しい経 口Cephalosporin系 抗生剤Cefaclorに 関 し,臨 床効果について検討を行 ない,以 下の

成績を得た。

1. 急性呼吸器感染症17例 では,著 効3例,有 効10例,無 効4例 であった。

2. 慢性呼吸器感染症13例 で は,有 効3例,や や有効5例,無 効5例 であ った。

3. 尿路感染症5例 では,著 効2例,有 効1例,や や有効2例 であった。

4. 副作用は,一 過性の 目まいを訴えた症例1例,ア レルギー性皮疹1例,GOTGPTの 上昇

1例,計3例 に認め られた。

Cefaclorは,米 国Eli Lilly社 で 開 発 され た経 口用Cephalo-

sporin系 抗 生 剤で あ り,Fig.1の よ うな 化 学 構 造 式 を 有 して い

Fig. 1 Chemical structure of cefaclor

る。その抗菌力は,グ ラム陽性菌およびグ ラム陰性菌 に対 して,

広範囲の抗菌スペ ク トラムを有 してい る。特にK.pneecmoni-

ae,P.mirabilis,H.influenzaeに 対 してはCEXよ りもかな

り優れた抗菌力を有 し,そ の作用 は殺菌的 で,短 時 間で速や か

に溶菌すると云われてい る。1～3)

今回呼吸器感染症 および尿路感染症に使用 し,臨 床 的効果を

検討したので報告する。

対 象 な ら び に方 法

対象 は,熊 本 大学 第一 内科 お よび 関 連病 院 に入 院 あ る

いは通院 した 患 者36例 で,性 別 は男 性13例,女 性

23例 で,年 令 は13才 か ら79才 に お よ ん で い る。本

剤 の投 与方 法 は経 口投 与 を 行 な い,投 与 量 は1日0.75

～1 .59で,1回0.25～0.59を3～4回 投 与 を 行 な

った。 投与 日数 は6～21日,総 投 与量 は,5。25～219

で あった。

成 績

対象 症例 は扁 桃 炎1例,呼 吸器 感 染 症29例(急 性

呼吸器 感染症16例,慢 性 呼 吸器 感 染 症13例),尿 路

感染症5例(膀 胱炎4例,腎 孟 腎 炎1例),肺 結 核1

例で あった。

効果判 定 は,呼 吸 器感 染 症 で は 咳 嗽,喀 痰 量 お よ びそ

の性状,体 温 な どの 自覚症 状 と 白血 球,CRP,血 沈,胸

部 レ線所見,起 炎菌の消長な どを総合 して判定 し,ま た

尿路感染症 では体温,排 尿痛,頻 尿 などの 自覚症状,尿

所見,起 炎菌の消長あるいは体温 などを総合して判定 し

た(Table1,2)。

扁桃炎の1例 は1日0.759投 与にて,症 状の改

善,検 査所見の改善が早期に認め られ著効 と判定 した。

症例2～14の13例 は急性気管支炎 であり,1日 投

与量 は0.7596例,1.091例,1.596例 で,投 与

日数 はほ とんどが7日 間であ り,6,8,10,14,21日

間がそれぞれ1例 である。

21日 間投与 した 症例14は 基礎疾患 として気管支拡

張症があ ったが,し か し経過が良いために継続 投与を行

なった。効果は著効2例,有 効8例,無 効3例 で,

有効以上は10例 で有効率77%で あった。無効例 の症

例11,12,13は 解熱,咳 嗽,喀 痰 の改善が認め られ な

か った。

細菌学的 効果は,Group A-Streptococcus1例,S.

aureus2例,S.pnezemoniae1例,各 々消失を認め たが,

E.coliの1例 は不変であった。

症 例15急 性肺炎,症 例16気 管支肺炎 は1日0.75

9,12日 および14日 間投与 にて,胸 部 レ線像の改善 お

よび 自覚症状の改善が認め られ2症 例 とも有効 と判定

した。症例17の 肺 化膿症 は基礎疾患に肺癌があ り改 善

は認め られなかった。

以上急性感染症17例 では著効3例,有 効10例,

無効4例,有 効以上は17例 中13例,76%の 有効率

であ った。

慢性呼吸器感染症 は13例 であり,そ のうち慢性気管

支炎は4例,気 管支拡張症8例,異 物(魚 の骨)に よ

る気管支肺炎1例 であった。1日 投与量は0.7598

例,1.092例,1.593例 で,投 与 日数は6～14日

間である。臨床効果は有効3例,や や有効5例,無 効
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5例 で あり,や や有効以上を含め た有効率は62%で あ

った。細菌学的効果は,K.pneumonlae4例 で1例 が

消失,S.aureus1例 は,P.aeruginosaに 交代,P.aeru-

ginosaは 不変であった。

尿路感染症は膀胱炎4例,腎 孟腎炎1例 であ り,1

日投与量 は0.7592例,1,092例,1.591例 で,

投与 日数は7～19日 間であった。臨床効果 は著効2例,

有効1例,や や有効2例 で無効例は 認め られなかっ

た。

症例31は,自 覚症状の改善,菌 の消失は認め られた

が,尿 所見の改善が長期投与 にもかかわ らず,少 し悪 い

故,や や有効 と判定 した。 また,症 例33は 菌の減少,

尿所見 の改善は認 められたが,投 与中止後,菌 の再増殖

が認あ られ,や や有効 と判定 した。本症例 はアレルギー

性皮疹 が出現 したので,再 投与 は不可能 であった。細菌

学的には,E.coliは3例 で,消 失が2例,減 少1例

であ り,S.epidermidis1例 は消失が認め られた。症例

36は 肺炎 として本剤投与中,結 核菌が認められ 効果 判

定を保留 した。

副 作 用

本剤投与 による副作用は,症 例18,61才,女 性で

0.59内 服後,軽 い一過性 の目まいを訴えたが,投 与継

続は可能であ り,し か もその後の訴えは全 くなか った。

症例33,38才,女 性において アレルギー性皮疹を認め

た。投与開始 して16日 目に出現 したので本剤による も

のかど うか不明であったが,皮 疹が消腿 した後に,再 度

投与 したところ,や はり皮疹が 出現 したので本剤による

もの と考え られた。2回 とも本剤中止 後3日 で皮疹 は消

失 した。Table2に 一括 して諸種の検査成績を示すが,

肝機能検査のGOT,GPTの 上昇が症例7に て,24→

61,11→48と 認あ られた。 また症例35に てGPTが

13→55と 認めたが 本症例は 基礎疾患に多発性硬化症で

あ り,木 剤による ものか どうか不明である。

その他の検査,血 液像,Creatinine,BUN,Al-Pな

どには異常値を示 す症例は認め られなか った。

考 察

米国Eli Lilly社 で開発 された経 口用Cephalosporin

系抗生剤,Cefaclorは 化学構造上,3位 に クロール原子

が結合 して おり,従 来のCephalosporin剤 はメチル基

か,あ るいはメチル基の水素原子を他の基で置換 した も

のであ り,こ の点が従来 のCephalosporin剤 とは異な

ってお り,従 って抗菌スペク トラム もH.inflztenzae,P.

mirabilisま で含むように拡大され,し か も,従 来の も

の と比 較 して,殺 菌作用も強 く,短 時 間で速やかに溶菌

す ると云われてい る4～6)。
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今 回呼吸器感染症31例,尿 路感染症5例 に対 して

本剤 を使用 し,そ の臨床的効果 および副作用について検

討 した。

呼吸器感染症 の うちで急性感染症に対 しては,0.75～

1.59,7日 間投与 にて,有 効率77%と 良好な成績 が

得 られたが,慢 性呼吸器感染症 に対 しては満足 出来る成

績 は得 られなかった。慢性呼吸器感染症 は気管支壁およ

びその周囲の組織 に器質的変化を伴 っておるために難治

性であ り,し か もグ ラム陰性桿 菌が 関与する 場 合 が 多

く,注 射剤を使用 し,大 量投与 を行な っても好成績は余

り期待出来ない現 状である。慢性呼吸器感染症7)の 喀痰

より高頻度に分離され るK.paeumoniaeに 対す る本剤

のMICは0.78～1.56μg/mlにpeakが あるが,原,

松本 らの報告によると喀痰中濃度 は,最 高0.17μg/ml

であ り,MICよ り考えて除菌効果は期待 出来ないかと

考え られ る。

われわれの症例で も,K.pneumoniaeは4例 に認め

られ,消 失 は1例 のみであった。一方,今 回 われわれ

は経験出来 なか ったが,慢 性呼吸器感染症8)の 急性増悪

期 はH.influengaeに 対 して,他 のCephalosporin剤 よ

り抗菌力が強 く,ABPC耐 性菌に対 して も 抗菌力を有

している故,か かる症例に対 しては有意義な抗生剤であ

り,臨 床的に使用 される第 一撰択剤の うちに入 るか と考

え られ る。

尿路感染症に対 しては,全 例に効果があった。 これは

本剤が腎よ り排泄 される故,尿 路系 には高濃度の移行が

考え られ る。E.coliのMIC分 布は100μg/ml以 上の

菌 も認め られる故,再 燃,無 効例 もあるか と思われ る。

われわれの症例 も1例 投与中止後,再 燃 した 症例が

認め られた。

副作用としては,一 過性の 目まい1例,ア レルギ ー

性皮疹1例,GOT,GPT上 昇1例 の3例 であり,全

例軽症 であった。また,他 の臨床検査成績では特記すべ

き異常値は認めなか った。

本剤は,急 性呼吸器感染症,慢 性呼吸器感染症の急性

増悪期,お よび尿路感染症 に対 して,経 口用薬剤でもあ

り外来治療 において も,以 上の結果よ り,十 分の臨床効

果が期待出来ると考え られる。
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CLINICAL STUDIES ON CEFACLOR

KATSUMASA TOKUNAGA, KAZUHIRO HAMADA, YASUTSUGU FUKUDA,

KIYOSHI SHIMA and HARUHIKO TOKUOMI

First Department of Internal Medicine, Kumamoto University School of Medicine

Cefaclor is a new oral semisynthetic derivative of cephalosporin. The clinical effects of cefaclor were

investigated, and the following results were obtained.

Cefaclor was administered to 36 patients orally in the daily dose of 0.75•`1.5g for 6 to 21 days.

1) Acute respiratory tract infections were observed excellent in 3 cases, good in 10 cases and poor in

4 cases out of 17 cases.

2) Chronic respiratory tract infections were observed good in 3 cases, fair in 5 cases and poor in 5

cases out of 13 cases.

3) Urinary tract infections were observed excellent in 2 cases, good in 1 case and fair in 2 cases out

of 5 cases.

4) As to side effects of drug, a transient dizziness, an allergisches eruption and an elevation of GOT

and GPT were noted in each 1 case, respectively.


